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重点目標
との関連

【別紙様式２】

令和６年度　県立美浦特別支援学校　自己評価表

ＮＯ．１

目指す
学校像

◆　自立と社会参加を目指し、児童生徒一人一人の能力や特性に応じた教育を行い、生きる力を育成する。
〇　生き生きと学び、成長できる学校【元気で　　⇒　自立】
〇　互いを認め合い、尊重できる学校【なかよく　⇒　尊重】
〇　地域から信頼される学校　　　　【たくましく⇒　貢献】

昨年度の成果と課題 重　点　目　標

 昨年度は、「資質・能力を伸ばす学習の
充実」を重点項目として、「資質・能力
を伸ばす学習の充実」を重点項目とし、
適切な指導目標・指導内容・学習評価
（３観点評価）・授業改善に取り組ん
だ。「個別最適な学び・協働的な学びの
充実」のため、適切な目標の設定と評価
サイクルに基づいた授業実践を行ってい
く。
　「個に応じたキャリア教育・進路指導
の充実」については、労働や福祉関係機
関と連携し、体験的な学習の時期や方法
（オンラインの活用等）の工夫による指
導の充実を図った。早期から系統的で段
階的な取組、積極的な情報発信・理解・
連携等、持続可能な取組を行っていく。
　「心作りの充実」については、普段の
生活や様々な指導場面において、自己肯
定感の育成及び向上を図ってきた。様々
な学習や体験を通じて、自己肯定感を高
め、他者を認めることのできる心作りを
行っていく。
「地域とともにある学校づくり」につい
て、交流及び共同学習、進路シンポジユ
ム、オンライン等を活用しながら実践と
情報発信を行ってきた。適切で的確な情
報発信、適正就学に向けた情報提供や連
携強化を図っていく。
「センター的役割の充実」については、
担当職員の専門性の向上を図りつつ、巡
回相談等、地域のセンター的役割を担っ
た。相互的な関係を構築し、相談・支援
活動の迅速且つ効果的な役割の充実を図
る。
「健康で安全・安心な体制整備」につい
ては、感染状況に留意し、各訓練実施内
容等の工夫しながら実践することができ
た。また、「けがのないじょうぶな体作
り」の取り組み等、運動する機会を設
け、健康・体力の維持向上を図ってき
た。さらに、職員一人一人の危機意識と
気づきの醸成を図り、安全・安心な学校
体制の徹底を図っていく。また、「けが
のないじょうぶな体作り」のため、体力
づくり、保健学習、関係機関との連携、
整理整頓による安全安心な学校環境整備
等による健康・体力の維持増進を図る。

個別最適な学び・協働的な学
びの充実

① 　知的特別支援学校教育における「生活科」「理科」の授業づくりの推進

② 　単元構想による授業デザイン、実践、評価、改善

③ 　自立活動の充実

社会に開かれた教育課程

④ 　系統性を踏まえた計画的・段階的なキャリア教育及び進路指導の推進

⑤ 　企業や関係機関等への積極的情報発信による理解啓発と連携強化

⑥ 　SDGs の取組

豊かな心作りの充実

⑦ 　道徳教育の実践による豊かな心の育成、気持ちの良いあいさつの励行、いじめの早期発見

⑧ 　ほめて認めることによる自己肯定感と他者を認めることができる自分への高い信頼感の育成

地域への情報発信の工夫

⑨ 　コミュニティスクール準備校としての構想と連携構築

⑩  　学校間交流、地域交流、居住地校交流等の交流学習の推進

センター的役割の充実

⑪  　「地域連携体制構築事業」「特別支援教育推進体制充実事業」による通学区域内７市町村との課題の共有と改善

⑫ 　関係諸機関との連携を密にしたネットワークづくりの一層の推進

安全・安心な学校体制の強
化・徹底

⑬ 　 研修等を踏まえた個々の摂食機能に応じた安全な食事指導の推進、食物アレルギーへの的確な対応、食育指導の推進

⑭ 　児童生徒及び教職員の事故防止に向けたヒヤリハット事例共有と環境整備

⑮ 　緊急時に対応した実行性のある訓練等の実施

⑯ 　安全な通学の確保に向けたバス会社や保護者との連携

健康・体力の維持増進

⑰ 　けがをしない丈夫な体づくり、体力づくり、保健学習の推進と効果的な指導の工夫

⑱
　専門家との連携と健康や安全への配慮による医療的配慮・医療的ケアを要する児童生徒の学校生活支援、学習支援
の充実

働き方改革
⑲  　校内業務の見直し、削減、効率化（ICT活用を含む）を図ることにより、児童生徒への授業づくりの充実

⑳  　服務規律の確保

評価項目 具体的目標 具　　体　　的　　方　　策 評価
成果（〇）、課題（●）及び次年

度（学期）への改善策（◇）
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Ａ

教
務
部

企
画

各部や分掌部間の連絡・調整を行い、円滑な学校運営に努め
る。

企画係会を実施して各部や分掌間の情報を把握する。学習活動や行事等に関して
連絡・調整及び系統的・段階的な取組になるよう必要に応じて評価や見直しを行
い、改善策を周知する。

Ａ

庶
務

公定表簿等の配付及び公定表簿等に関する物品を購入し、学
校運営の推進に努める。

公定表簿等を整理・保管する。各学級の児童生徒数を把握し、配付する。

Ａ

○年度初めには、各学級分の法定表簿
を配付することができた。
○会計簿等の点検を定期的に行い、不
備不備等を修正し、適切な処理を行う
ことができた。
○毎月の出席簿の見本を更新すること
ができた。
●引き続き公定表簿等の保管、活用が
円滑にできるよう、処理をしていく。

教育活動に必要な公定表簿等の作成や整理が的確に行えるよ
うに、マニュアルづくり、点検を適正かつ円滑に行う。

公定表簿等の検査を定期的に実施し、適切な処理ができるよう周知する。

会計に関するマニュアルや書式の不備修正、変更をし、簡潔な会計処理ができる
ようにする。出席簿は、毎月見本データを更新する。

〇学習活動や行事等に関して、事前に
連絡調整を行った。事後には評価を共
有し、学校全体としても各部の取組を
評価・見直しができた。
○職員や保護者による学校評価の結果
から、係会において課題を把握し、改
善策を検討した。職員間で共有し、
日々の授業づくりや各校務分掌の取組
に取り入れることができた。
●会議や提出物等について、週予定表
やclassroomで早めに周知したが、研修
や提出物が重なると、分かりづらいこ
とがあった。
◇必要な情報がすぐに把握できるよう
にclassroomのトピックを利用する等ク
ラウドの活用方法を工夫する。

職員や保護者による学校評価の結果を活用し、学校運営の見
直しや改善を行う。

学校評価の結果から成果や課題、方策を検証できるようにグラフを作成し、職員
全体で結果を共有する。各部や係から提案された改善策を具体化し、必要に応じ
て全体での取組として周知し、継続的、持続的に進めていく。

教職員で共有が必要な情報の整理を行い、業務の合理化や効
率化を図る。

各会議や委員会の議題を事前に把握し、会議時間の設定と効率的な伝達方法の提
案を行う。週予定表には、担当者や会議場所、時刻を記載する。提出物等は、段
階的に提出期日を周知し、業務の方向性と見通しがもてるようにする。

令和７年度コミュニティ・スクール開設に向けた準備を進め
る。

・コミュニティ・スクールで取り組む内容を決定する。
・外部協力機関を決定する
・学校運営協議会委員を決定する。

○次年度の運営方針として、学校課題
に関する「課題解決型」として進める
こととなった。
○運営委員については、課題に関して
様々な視点から意見をもらえるよう
に、地域、企業、大学等に依頼するこ
ととなった。
●効果的な協議会運営のために、議長
や推進委員の人選について検討が必要
である。

人
権
教
育
・

基
本
研
修

職員や児童生徒に対して人権教育を推進する。

人権教育に関する講話やVTR等を視聴することにより、人権に対する理解を深め
る。
児童生徒用の人権教育の教材を紹介し、人権教育を推進する。

Ａ

〇人権教育に関するVTRを夏季休暇中に
学年のニーズに合わせて視聴し、人権
に対する理解を深めることができた。
〇授業研究を行うことで、授業作成の
準備や手順について理解を深め、その
後の授業づくりに役に立った。
〇研究協議会を実施することで、課題
について深く話し合うことができ、授
業力の向上につながった。
〇研究協議会を９月からIpadのフリー
ボードを活用し、実施することができ
た。
〇研修は、OJT研修として授業研やそれ
以外の研修を実施することができた。
●児童生徒への人権教育の推進が弱
く、教材の用意も難しかったので次年
度に活かしていく。

新規採用教員（初任者、２年次、３年次）研修、中堅教諭等
(前期）(後期)資質向上研修の充実を図る。

新規採用者研修では、全職員の共通理解の下、教員の職務を遂行する上で必要な
事項に関する理解を深め、授業研究等の実践的研修により、基礎的・基本的な資
質・能力の向上につなげる。

教
科
書
・
図
書

教育活動での図書の活用を図る。

蔵書や新規購入の本の紹介を随時行う。

Ｂ

〇教科用図書の採択に関しては、係内
で、学年ごとの図書名や冊数等を正確
に確認し作成、報告することができ
た。
〇大型絵本や紙芝居を廊下に収納する
ことで、以前より使いやすくなった。
〇新規本の紹介をクラスルームで行
い、周知できた。
〇図書コーナーを高等部棟にも設置し
たことで、授業での利用や昼休みの利
用ができている。
〇小学部や高等部の図書委員会が本の
整理をし、児童生徒が使いやすい環境
を整えることができた。
●読書週間の設定等で図書委員会との
連携がうまく取れなかった。
◇図書委員会との連携ができるよう
に、児童生徒集会でとり上げる展示ス
ペース等をつくって紹介できるように
する。
◇図書委員会と連携し、お昼の放送で
お知らせをしたり、ポスターを掲示し
たりして、読書活動を促すようにす

図書委員会と連携し読書週間の設定や周知等を行う。

児童生徒が使いやすい図書室にするため、図書委員と連携し
ながら図書室の環境を整える。

図書室の本の整理や環境づくりを行う。

教科用図書の選定を実施し、関連する事務処理を適切に行
い、教育活動が円滑に行われるよう努める。

教科用図書選定協議会、教科書選定委員会、教科書調査委員会等の会議、及び教
科書に係る事務処理を適切かつ計画的に行う。
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Ａ

〇人権教育に関するVTRを夏季休暇中に
学年のニーズに合わせて視聴し、人権
に対する理解を深めることができた。
〇授業研究を行うことで、授業作成の
準備や手順について理解を深め、その
後の授業づくりに役に立った。
〇研究協議会を実施することで、課題
について深く話し合うことができ、授
業力の向上につながった。
〇研究協議会を９月からIpadのフリー
ボードを活用し、実施することができ
た。
〇研修は、OJT研修として授業研やそれ
以外の研修を実施することができた。
●児童生徒への人権教育の推進が弱
く、教材の用意も難しかったので次年
度に活かしていく。

新規採用教員（初任者、２年次、３年次）研修、中堅教諭等
(前期）(後期)資質向上研修の充実を図る。

２年次、３年次、中堅教諭等（前期）資質向上研修では、０ＪＴ研修を十分に機
能させ,授業研究の実践的研修により、授業力の向上及び改善にあたる。中堅教諭
等（後期）資質向上研修では、新規採用教員が行う研究授業に対する指導・支援
の実施をし、組織力向上のための知識や技能の習得を図る。

学
習
指
導
部

研
究
・
研
修

知的障害特別支援学校教育における「生活科」「理科」の授
業づくりを推進していく。

学部研修において、「生活科」「理科」の基本的理解が深まる研修を計画・実施
する。

Ａ

〇生活科と理科の基本的な理解を深
め、実験等の引き出しを増やすことが
できた。
●教科の特質に関する研修を他教科に
おいても広げる。
◇研究対象となった教科について、指
導要領解説の読み込みや見方・考え方
等の研修を取り入れる。
〇単元構想シートをもとに授業構想を
進めたことで、３つの柱に基づいた授
業設計や３観点評価を意識して実践で
きた。
●単元構想、実践、評価、改善の流れ
を他教科においても広げていく。
◇次年度の研究対象教科を変えてい
く。
〇各教科において、３つの柱をもとに
した年間指導計画の作成に取り組め
た。
●新しい年間指導計画については、作
成はできたものの、教科の系統性や記
入の仕方等の整理が必要である。

関係する係と連携しながら、講演会や実験ワークショップを開催する。

単元構想による授業デザイン、実践、評価、改善を実施す
る。

学年やコース等で、単元構想案を作成し、授業実践をしていく中で、児童生徒の
学習評価や単元の評価等を行っていく。

Ｂ

３つの柱をもとにした目標と３観点評価ができる年間指導計画の様式を検討す
る。

知的特別支援学校の生活科、理科に関する知識を深め、意欲
的な授業実践につながるよう、環境を整える。

生活科、理科に関する取り組みや必要な教材を把握し、環境を整える。外部機関
と連携し、生活科と理科の知識を広げ、深める機会を設定する。
（研究・研修係との連携）

〇生活科や理科に関する教材を購入
し、教材室を設置した。
〇東京学芸大学と連携し、理科に関す
るワークショップを年に３回実施し
た。
〇近隣の小学校への授業見学を年に２
回実施した。
〇小学校の生活科の授業を見学し、学
び得たことを報告書にまとめ、校内で
周知した。
●冬季休業中のワークショップは、事
務仕事が忙しい中での実施であったた
め、参加人数の確保が難しかった。
◇長時間の研修は夏季休業中のみに実

学
習
指
導
支
援
係

個別の教育支援計画・指導計画、自立活動の情報整理シートの様式
や記入の仕方について検討、周知し、円滑な活用を促すとともに、
スケジューリングを行う。

記入例の整理やスケジュール等について係や部での検討を行い、全職員向け周知
する。

Ｂ

〇各内容について検討を十分に行い、
職員会議や校内研修、あるいはクラス
ルームで全職員に周知することができ
た。また、個別の教育支援計画関連で
改善が必要な内容については、改善策
を提案し、変更することができた。
〇校務支援システム係と連携して、統
合型校務支援システムを推進すること
ができた。
●SM社会生活能力検査の換算シートの
データ保存に関する検討や、実施時期
の見直しが十分に行えなかった。
◇次年度は、特に実施時期に関して、
年度初めの計画の段階で検討を行う。
●校内教材教具展については、教材教
具の展示が難しい教科もあるので、実
施の仕方等、検討が必要。
◇今年度、教材教具展実施後にアン
ケートを実施したので、そこで出た意
見や反省点をもとに検討する。

S-M社会生活能力検査に関わるスケジューリングや周知を行
う。

Ｂ

〇個別に対応する形で、技術的なサ
ポートを行うことができた。
〇すべてのiPadをモバイルデバイス管
理システムに登録したことで、管理し
やすくなった。
〇NASを購入し、校務用や写真用サー
バーのデータを整理した。
●本校のタブレットPCの操作に慣れな
い職員もいるため、基本的な研修は、
実施しても良かった。
◇Windows11の導入
◇県で導入されたいろいろなアプリの
研修

タブレットや教育情報ネットワークのクラウドドライブの安
定した授業活用のための整備を行う。

オンラインでの行事や集会、各教科の授業をスムーズに展開できるように、クラ
ウドドライブへの教育用データの格納に関する整備やタブレットのストレージ管
理を行う。

記入例やスケジュール等について、全職員向け周知する。

個別のファイル及び修了証の作成が円滑に行われるようにす
る。

ファイルの管理及び内容（中に綴じる用紙類の順番や内容）の周知を行う。

統合型校務支援システムを推進する。
校務支援システムに関わる研修等のサポートを行う。

各教科領域の新規購入教材の紹介や教材写真一覧作成を促し
たりすることで学習指導の充実を図ることができるようにす
る。

各教科領域の教材管理、教材教具室の整備検討（教材の置き場所）とともに、新
規教材教具の紹介、教材教具写真一覧の整理・周知を行う。校内教材・教具展に
ついて検討し、周知する。

学
習
指
導
部

視
聴
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報
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タブレット、ＰＣを含めたＩＣＴ機器の学習活用への推進を
図る。

タブレットＰＣ・電子黒板等の授業への活用に向けた知識・技能を伝達する。ま
た、係内・校内研修を行うことで、職員への技術的サポート・適切な助言を行え
るようにする。
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〇個別に対応する形で、技術的なサ
ポートを行うことができた。
〇すべてのiPadをモバイルデバイス管
理システムに登録したことで、管理し
やすくなった。
〇NASを購入し、校務用や写真用サー
バーのデータを整理した。
●本校のタブレットPCの操作に慣れな
い職員もいるため、基本的な研修は、
実施しても良かった。
◇Windows11の導入
◇県で導入されたいろいろなアプリの
研修

校務用セグメントの安全的・安定的運用と校務用ＰＣの整備
を図る。

校務用PCを最新の状態になるように必要に応じて業者の技術的サポートを受けて
更新を行う。旧式の端末と新規端末を入れ替えながらＰＣの体制を整える。

統合型校務支援システムの運用を推進する。

校務支援システムを円滑に運用できるよう、基本データの入力、職員への周知・
研修、マニュアル作成等を行う。（学習指導支援係、研究・研修係と連携）

〇マニュアルや研修によって職員にシ
ステムの周知・理解を広めることがで
きた。
●◇マニュアルや書式のアップデート

研
究
諸
団
体

本校の研究テーマに沿った研修会を円滑に運営するととも
に、外部研修会の案内をする等して職員の研修の充実を図
る。

管理職や関連する係(研究研修係）と連携を図りながら進めていく。オンライン開
催の場合には、情報教育係と連携し、接続確認等事前確認を十分に行う。
他校の研修会等の案内を随時ポータルサイトでお知らせする。

Ｂ

〇研修会は、本校職員以外に８名の来
校者とオンライン68名の出参加者（18
校）があり、Zoomでの配信も情報教育
係と連携し、滞りなくすすめることが
できた。
●手続きの時間を考慮し、他校への案
内を１カ月前に出せるとよい。
◇研究研修係と連携し、計画等作成を
早めに進めていく。
○小中芸術祭の出展数が増えたが、係
と連携して円滑に進めることができ
た。
〇実行委員の生徒がオンライン交流会
に向けて、美浦村のクイズを考えて出
題する準備を行ったり、学校紹介の内
容をクラス全員で考えたりと生徒が活
発に活動することができた。

ナイスハートふれいあフェスティバル、小中芸術祭への出品
を滞りなく進める。

作品の制作準備の周知を図工・美術科や国語科と連携して進める。

登下校の安全の確保と校内の体制の整備を進める。

運転手や乗務員へ緊急マニュアルに伴う情報を提供する。また、職員にも緊急時
も対応を周知する。

該当児童生徒が安全な通学路、通学方法を選択できるように、担任、部主事、生
徒指導主事と連携し、自主自力通学の実施について検討していく。

茨高文特別支援学校部門大会において、生徒が特別支援学校
の文化活動の紹介を活発にできるよう支援していく。

本校高等部内において生徒会実行委員会メンバーの推薦基準について図り、適任
者を選出する。
生徒実行委員会において、生徒達の意見を集約しながら進めていけるようにす
る。

生
徒
指
導
部

通
学
指
導

スクールバスが安全かつ円滑に運行できるように努める。

号車ごとに担当者を決め、各コースやバス停、乗車する児童生徒の実態を十分に
把握する。また、定期添乗指導と必要に応じて臨時添乗指導を行い、乗車中の様
子を把握する。

生
活
指
導

校内の危機管理マニュアルを管理、運営し、学校管理下にお
ける児童生徒の安全確保を図る。また、改善の必要がある点
は随時見直し、危機管理意識を高める。

警察等と連携して、登下校や家庭における交通安全や生活安全の意識を高める。

学
習
指
導
部

視
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教
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Ｂ

〇交通安全教室の実施やポスター掲示
で、交通安全や生活安全の意識を高め
る取り組みを行うことができた。
●係内で引き継ぎが不足しており、外
部との連絡調整に遅れが生じた。
◇引き継ぎ事項をマニュアル化し、確
実に連絡調整ができるようにする。
〇係で作成したスライドと動画を活用
し、職員防犯訓練を実施した。
◇マニュアルについては、係以外の職
員もすぐに内容を確認できるように、
掲示や保管場所を工夫する。
〇各部・学年から相談を受けた生徒指
導案件に関して、係として対応するこ
とができた。
●事故報告書を活用し、学校全体で情
報共有し、再発防止や迅速な対応がで
きるようにしたい。
◇年度初めに職員へ事故報告書の活用
について周知を行っていく。
○長期休業中の生活についての教材作
成を行い、生活安全への取り組みがで
きた。

児童生徒の緊急捜索カード、児童生徒の顔写真一覧を作成する。職員間の共通理
解を図る。

緊急時に備え、行方不明児童生徒の捜索訓練、防犯訓練を実施し、マニュアルの
内容について定着を図る。

生徒指導面において学校全体での共通理解が必要と思われる児童生徒の確認を行
い、組織的な対応に努める。

Ｂ

〇毎日乗務員と情報交換をすること
で、送迎の状況や車内の情報を知るこ
とができた。また、問題等があった場
合は、担任、管理職と協議し、対応を
検討して、必要に応じて保護者連絡、
添乗指導の実施等迅速な対応ができ
た。
〇年度初めに添乗指導を実施したこと
で、号車担当がコースや車内の様子等
を把握することができた。
●日によって学校到着がかなり早く
なってしまうバスがあったので、運行
の調整をバス会社に依頼する必要があ
る。
◇バスの運行会社に連絡し、速度調整
やバス停での出発時刻の調整をお願い
する。
●バス停の連絡なしで欠席が続く自主
通学生徒への対応が難しい点があっ
た。
◇係と担任から適宜バスへの連絡と協
力をお願いする。
●車内での発作に対して、マニュアル
を作ってあるが、発作かどうか判別が
難しいケースがあり、戸惑うことが

SB連絡協議会だけでなく普段から運転手や乗務員と情報交換を行い、連携を密に
する。
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校内の危機管理マニュアルを管理、運営し、学校管理下にお
ける児童生徒の安全確保を図る。また、改善の必要がある点
は随時見直し、危機管理意識を高める。

特
別
活
動

Ｂ

〇交通安全教室の実施やポスター掲示
で、交通安全や生活安全の意識を高め
る取り組みを行うことができた。
●係内で引き継ぎが不足しており、外
部との連絡調整に遅れが生じた。
◇引き継ぎ事項をマニュアル化し、確
実に連絡調整ができるようにする。
〇係で作成したスライドと動画を活用
し、職員防犯訓練を実施した。
◇マニュアルについては、係以外の職
員もすぐに内容を確認できるように、
掲示や保管場所を工夫する。
〇各部・学年から相談を受けた生徒指
導案件に関して、係として対応するこ
とができた。
●事故報告書を活用し、学校全体で情
報共有し、再発防止や迅速な対応がで
きるようにしたい。
◇年度初めに職員へ事故報告書の活用
について周知を行っていく。
○長期休業中の生活についての教材作
成を行い、生活安全への取り組みがで
きた。

長期休業中の生活について指導するとともに家庭へお知らせを配付し、児童生徒
の安全確保に努める。

部
活
動

生徒の興味・関心や特性を考慮して運営をする。また、安全
面に配慮し競技に取り組めるようにする。

競技スポーツ部（週３回）や音楽部（週１回）の部活動を実施するともに、用具
の点検等安全に運営する。

Ｂ

○部活動の開始前に用具の安全確認を
部活担当者で行った。
○サッカーや駅伝、バスケットボール
の大会に参加した。事前に引率者との
連絡や保護者と連携し、問題なく計画
通りに実施することができた。

実施計画案等をもとに伝達、説明を行い、職員の共通理解のもと、参加体制を明
確にする。

児童生徒会や委員会の一員であることを自覚し、学校全体の
活性化に努める。また他学部生との活動を通して、校内間の
交流を図る。

毎月２回中央委員会を招集し、児童生徒がさわやかマナーアップ運動や生活
チェック、募金活動や広報活動等を企画・運営する。

Ｂ

Ｂ

〇各担当と連携し児童生徒集会や中央
委員会の運営を行うことができた。
〇次年度オンラインと体育館で状況に
応じて実施していく。児童生徒集会の企画・運営を行う。集会において、委員会からのお知らせや学部

間の情報交換の機会を設ける。

進
路
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導
部
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進路に関する積極的な情報発信と相談体制の充実に努める。

進路ハンドブック、福祉事業所ガイドブックを作成し、全体への情報発信ができ
るようにHP掲載をする。進路だよりの作成（年６回）、進路掲示板の更新の継続
と個別面談時や希望者に対して進路相談を実施する。

Ａ

〇進路学習を計画的に実施できた。
〇市町村福祉課や相談支援専門員と連
携したことで様々なケースに対応する
ことができた。
〇進路ハンドブックや福祉事業所ガイ
ドブックをHP掲載したことで、進路に
関する情報提供を行うことができた。
〇校内実習見学会、学校見学を通し
て、理解促進を図ることができた。
●不登校生徒や支援が必要な生徒への
進路指導支援が十分に行えなかった。
◇学部や校内支援係との情報共有を図
りながら外部機関と対応する。
●高等部の進路学習での事業所見学先
の系統性が図れていなかった。
◇学部や学年での事業所見学の目的や
必要性を確認し、進路学習の年間計画
を整理する。

児童生徒の将来の生活を見据えた進路指導、支援の推進を図
る。

キャリア発達の視点を踏まえた進路学習の系統表を他の校務分掌と連携し、整理
する。
小中学部職場見学、高等部現場実習等外部との連携を取り入れたキャリア教育、
進路学習を計画的に進める。

関係機関と連携した進路指導・支援体制の構築を行う。

地域、医療、福祉とのネットワークづくりに向けて、校内・校外への情報発信と
情報取集及び啓発を行う。
市町村福祉課や福祉事業所と連携した市町村福祉相談・説明会や福祉事業所相談
会を実施する。
自立支援協議会への参加や定期的な市町村福祉課や相談支援事業所と情報交換、
連携を図る。
ハローワークや障害者就業・生活支援センターと連携し、生徒の就労先の開拓を
積極的に行う。

進
路
指
導
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卒
業
生
支
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関係諸機関と連携して、卒業生の現状把握・追支援に努め
る。

企業、福祉事業所、相談支援専門員、障害者就業・生活支援センター、職業セン
ター等と連携し、個別の移行支援計画等を活用しながら卒業後の生活への移行を
行う。

Ｂ

〇卒業生の状況確認については、生活
支援センターとの連携や、旧担任の協
力を得ながら実施することができた。
〇同窓会総会や二十歳をお祝いする会
等役員と連絡をとってスムーズに行う
ことができた。
●同窓会の新しい役員の獲得につい
て、総会で声をかけることで数名の希
望者があった。今後についても役員会
で話し合っていく。

卒業後１年目３回、２年目２回、３年目１回の移行先視察訪問、電話連絡を行
い、卒業生の現状把握に努める。

同窓会と連携して、同窓会総会や二十歳を祝う会の運営・支
援に努める。

役員会に同席し、役員との連携を密にしてスムーズな運営ができるよう計画的に
進める。

学年や学部で支援の必要な児童生徒について、アイデア会議・ケース会議等を実
施したり、関係機関等と連携したりする。

Ｂ

〇ケース会議については、係全員で事
前検討も行い、進めることができた。
夏季休業中の係での自己研修もでき
た。
〇セラピスト相談では、ニーズによる
実施と小１の学年相談を実施すること
ができた。
●希望の方法をグーグルフォームを使
用して行ったが、OTの相談件数が少な
かった。
◇学年に具体的な相談内容の提示や〇
〇の使い方について課題のある児童生
徒の動画をアップしてもらい、助言を
いただき参考にしてもらう等専門性を
底上げできるようにしていきたい。
〇摂食研修は、年度初めに保健安全指
導部と連携して実施することができ
た。次年度も年度初めに実施できるよ
うにしていきたい。
●係の入れ替わり等で摂食指導研修で
は、連絡調整、運営が厳しかった。
●摂食機能のチェックリストの実施方
法や内容を見直す予定にしていたがで
きなかった
◇係全体で取り組む。学部ごとに係を
置く。

障害の多様化に伴い、教員の指導力の向上を目指すために、
専門的かつ実践的な指導に生かせる研修会の実施に努める。

外部講師との連携を図り、セラピストによる巡回指導及び摂食指導を企画、運営
する。また、実施方法や活用の見直しを行う。
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社会性や豊かな人間性の向上、好ましい人間関係を育むこと
を目指し、正しい相互理解ができるような交流活動を推進す
る。

学校間・地域団体と連携をして、児童生徒の実態や特性、地域性に応じた交流を
進める。

Ｂ

〇交流担当者と連携を図り、実施する
ことができた。
〇交流だよりも２月に発行予定。
◇交流の様子はホームページでも掲載
しているので、交流だよりは、次年度
から発行しない。説明会や交流希望調
査書の内容を改善していく。

居住地校、保護者に対する理解啓発、職員間の共通理解に努
める。

居住地校交流の推進や交流だよりの発行等を通して、本校の取り組みについての
情報発信を行い、児童生徒に対する理解を深める。

校
内
支
援

校内・関係機関からの依頼に応じた支援活動の充実を図る。
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⑭⑱
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⑮
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Ｂ

〇ケース会議については、係全員で事
前検討も行い、進めることができた。
夏季休業中の係での自己研修もでき
た。
〇セラピスト相談では、ニーズによる
実施と小１の学年相談を実施すること
ができた。
●希望の方法をグーグルフォームを使
用して行ったが、OTの相談件数が少な
かった。
◇学年に具体的な相談内容の提示や〇
〇の使い方について課題のある児童生
徒の動画をアップしてもらい、助言を
いただき参考にしてもらう等専門性を
底上げできるようにしていきたい。
〇摂食研修は、年度初めに保健安全指
導部と連携して実施することができ
た。次年度も年度初めに実施できるよ
うにしていきたい。
●係の入れ替わり等で摂食指導研修で
は、連絡調整、運営が厳しかった。
●摂食機能のチェックリストの実施方
法や内容を見直す予定にしていたがで
きなかった
◇係全体で取り組む。学部ごとに係を
置く。

障害の多様化に伴い、教員の指導力の向上を目指すために、
専門的かつ実践的な指導に生かせる研修会の実施に努める。

専門性の向上及び指導の充実を目指した摂食指導研修会の企画・運営をする。
また、オンラインも活用し、研修や打ち合わせ等効率的に工夫できる方法を工夫
する。

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

校
内
支
援

地
域
支
援

各園、学校、関係機関等との信頼関係づくりに努め、適切な
学びの場のプロセスを意識した個に応じた指導支援の充実に
一層努める。

発達段階や学習習得状況、適応状況を正しく把握し、より具体的な提案ができる
よう多角的な情報収集に努める。

Ｂ

〇事前情報を参考に、運動面や言語面
等個人内差を把握するとともに、教室
及び人的環境等も行動観察し総合的な
アセスメントの実施を積み重ねた。
〇夏季を中心に、相談支援活動に複数
名で対応するとともに各種研修会の講
師を積極的に務め出力型の研修を積み
重ねた。
〇市町村教育委員会及び小・中学校と
連携を図りながら、個々の相談ケース
のニーズを明らかにしつつ、学校見学
や教育相談を実施した。
〇年間を通して巡回相談等を通して、
特別支援教育に関する情報発信を積み
重ねた。
●次年度は、通常の巡回相談だけでな
く、特別支援教育推進体制充実事業
（コーディネータ会議）が全市町村で
実施される予定である。全7市町村の開
催に対応できるよう地域支援「係全
員」の支援力の向上が求められる。実
践と理論の往還を通しての支援力向上
を展開したい。

複数名で相談支援活動に対応したり出力重視の研修を積み重ねたりし、巡回相談
員全体の専門性向上を図る。

各市町村教育委員会や関係機関との連携を密にし、適切な学
びの場のプロセスを意識した就学・転学に関する情報提供や
情報交換に努め、教育相談を充実させる。

関係機関と連携を図りながら、障害のある乳幼児・児童生徒及び保護者のニーズ
に応じて、学校見学や体験入学、教育相談活動を実施する。

特別支援教育に関する知識・情報について、地域の研修会やホームページを活用
し、積極的な情報発信を行う。

地
域
連
携
体
制

構
築
事
業

県南教育事務所、７市町村教育委員会、小・中学校特別支援
教育コーディネーター等と特別支援が必要な児童生徒の「適
切な学びの場」「適切な指導内容」について共通理解を図
り、改善に向けた検討に務める。

美浦特別支援学校地域連携協議会・特別支援研修会（みほとくインクル研修会、
７月、10月）等の企画、運営を行う。

地域の特別支援教育に係る課題を整理し、各機関と共通理解を図るべき内容をま
とめる。

渉
外
部

地
区

Ｐ
Ｔ
Ａ

地域との連携を図り、卒業後の在り方を考える場を提供す
る。

地区代表と係教員が連携して活発な活動ができるようにする。

Ｐ
Ｔ

Ａ

広

報
委

員

会

広報誌「はばたき」発行に関して、委員会の開催方法や掲載
内容を精選し、広報委員の原稿作成・編集作業の効率化を図
る。

広報委員会の内容を精選して、仕事分担をすることで保護者の負担を軽減しなが
ら、活動を支援できるようにする。

Ｂ

〇地区ごとの懇談会をもつことが難し
く、人数の多い地区は、地区長を受け
る保護者がおらず、人数の少ない地区
は、負担が大きくなっているので、地
区活動の在り方を学校として検討して
いく。
〇現在３地区で地域の作品展に参加し
ているが、地区の担当がいないと参加
が難しくなるので、今年度のうちに方
向性を決めておく必要がある。

地域に根差した活動ができるように諸機関との連携を深め、情報の共有ができる
ようにする。

Ｐ
Ｔ
Ａ

企
　
画

学校、役員、地区ＰＴＡ担当、保護者、関係機関と連携を図
り、ＰＴＡ活動の支援をする。

役員会や委員会において、活動を吟味しながら計画・実施し、保護者相互や関係
機関との連携を支援していく。
保護者が負担なく活動できるよう、ＰＴＡ活動の見直しを行う。

⑪

Ｂ Ｂ

〇特に問題なく実施できた。
〇夏休みだけではなく学部公開日にも
実施していく。
〇本部役員がメンバーに入ったことで
次年度の役員候補者の話し合いがス
ムーズであった。

Ｂ

〇広報委員会での内容を限定的にする
ことで、保護者の負担を減らしながら
広報誌を作成することができた。
●広報誌掲載不可の児童生徒が増えて
きているため、集合写真の使用が難し
くなっている。
◇広報誌の郵送について、配送料が値
上げしているため、検討が必要。

本校及び他校の広報誌の掲示することで、情報の共有できるようにする。

保
健
安
全
指
導
部

医
療
的
ケ
ア

医療的ケア対象児童生徒が安全に学校生活を送れるよう支援
する。

外部との文書のやり取りで、現在どこに文書があるのかわかりにくいため確認
チェック表を作成する。個別の緊急時マニュアルに沿って、想定した場面での連
絡体制や対応を確認する。
模擬痰吸引手技体験やミニ研修等を通じて対象児童生徒の医ケア理解を促進す
る。教員の研修様子をHPに公開する等。
医ケアに関する様々な環境を整える。

Ｂ

●外部文書は個別のチェック表が必
要。
●他の事例で緊急時対応訓練を行う。
〇体験ミニ研修は継続する。HP公開は
実施。内容については今後深めてい
く。
●防災に関して、安全指導係との連携
が不十分な点があった。避難所の配置
や準備物等を明確にする必要がある。医療的ケア対象児童生徒の避難訓練及び緊急時シミュレー

ションの実施

防災安全係と連携し、看護職員や発電機を避難所として配置を明確にする。特に
発電機は安全設置チェック項目を作り、安全な配置場所の選定ができるようにす
る。
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Ｂ
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保
健
安
全
指
導
部

環
境
安
全
指
導

(

安
全
）

各種避難訓練にて災害時及び待機時の対応の定着を図るとと
もに未告知や被災箇所の想定を設け、臨機応変な対応を求め
る実効性のある訓練の定着を図る。

定期的な初期対応訓練を行うとともに、訓練において時刻や想定について未告知
で行う回を設けたり、被災想定箇所を設定して各種避難訓練を行う。

Ｂ

○初期対応訓練において「時刻や日時
の未告知での実施」、「被災箇所を想
定した実施」を複数回行い、職員の臨
機応変な対応が定着されてきた。
●見回り箇所に手薄な箇所が考えられ
た。
◇被災想定箇所等のバリエーションを
増やしていくとともに見回り箇所や分
担について見直していく。
○業務手順マニュアルを参考にし、計
画の立案、実施準備、実施等が以前よ
り円滑にできた。
●既存の内容に不十分なところがあっ
た。
◇マニュアル内容の更新、精選をして
いくとともに数を増やしていく。

各種業務の実施手順表を作成し、業務の効率化を図る。

昨年度作成した実施手順表を活用し業務の効率化を図るとともに、数や内容の充
実、内容の精選をし、見直し改善をする。

保
健
指
導

児童生徒が健康に対する関心や知識を身に付け、自分を大切
に感じ主体的に予防に取り組めるような保健教育を行う。

保健教育の年間計画を作成し、児童生徒の実態やニーズ合った内容や指導ができ
るようにする。
ゲストティーチャー授業と学習に必要な情報や資料の提供を行う。
委員会と連携し、各月の健康目標を周知する。

Ａ

●感染症に関しての情報発信が弱いと
感じる。
◇次年度は、校内で確認された感染症
に関する予防を含む情報を、クラス
ルームにて職員にに周知できるように
する。今後係内で準備を進めていく。

怪我や事故が起こらない対策、感染予防に取り組み、安全・
安心な環境づくりに努める。

ヒヤリハット事例や感染症について、その具体的な対応策と、必要に応じた情報
を発信することで、安全について教員一人一人が意識できるようにする。
学校保健委員会の健康課題「ケガをしない丈夫な体づくり」への取り組みとし
て、運動量・活動量の確保、『アップダウンエクササイズ』の定着を図る。

緊急時において、適切な判断と連携による対応を行うことが
できるようにする。

「てんかん発作の対応マニュアル」他、心肺蘇生法やＡＥＤの操作等の研修動画
の視聴、学年の実態に応じた、予想される緊急時を想定したシミュレーション研
修を行い、職員間の連携や緊急時の対応への意識を高める。
安全・安心に必要な共通理解事項は定期的に発信し周知していく。

グラウンドの除草作業を全職員で行い、安全で使いやすいグラウンドの維持を図
る。

食
育
指
導

栄養教諭及び各クラス担任による「食」に関する指導の推進
を図る。

給食委員会と連携した食育の掲示板や食育の日の校内放送等を通して食育への関
心を高められるようにする。
食に関する指導の全体計画及び、各学部の食に関する指導年間計画を作成すると
ともに運用に努める。

Ｂ

〇ゲストティーチャーとして栄養教諭
を招いての授業を実施する学年・コー
スが多くなり、児童生徒のみならず教
員の意識向上につながっている。
（小・中は全学年）　授業内容に関し
ても、系統性を図ることができてい
る。
〇食物アレルギーや異物混入に関して
は、マニュアルや研修、年度当初の説
明で周知することができている。
〇食育の日や食育週間等の校内放送や
飾り切りされた野菜が出る取り組みに
より、児童・生徒の給食や食育への関
心を高めることができた。
●衛生チェック表の記入の仕方につい
て、４月が終了した時点で確認、間違
いが多い点についてお知らせが必要。
◇調理実習が増えてくると思われるの
で、基本的なことの再確認を丁寧に
行っていきたい。調理実習の起案に略
案を添付する。
◇クラスに配付している衛生チェック
表のファイルに、記入の仕方に加えて
４月に配付している給食全般の資料や
調理実習関係の資料を加えた。活用が
広がるように学期はじめ等にお知らせ
をしていく。
◇お知らせにクラスルームを活用す
る。
◇アレルギーの研修動画にその年度に
視聴するものが分かるように表示す

環
境
安
全
指
導

(

環
境
）

校内の安全点検を実施し、事故のない安全な環境づくりに努
める。

毎月全職員で分担された箇所の安全点検を行う。補修等の依頼があった場合は速
やかに対処する。

Ｂ

〇グーグルフォームで回答する方法が
周知できた。修理箇所への対応も速や
かにできた。
〇学期末・年度末の備品整理の仕方も
周知でき、管理の徹底が進んだ。
◇グーグルフォームで安全点検を実施
してきたが、未実施者の有無を確認で
きるのが担当者のみになってしまうの
で、来年度からはスプレットシートを
活用した安全点検が実施できるか検討
していく。
◇カーテンクリーニングの際に分かっ
た各教室のカーテンサイズは、活用で
きるよう一覧表にして保存しておく。
●予定していた時期では暑さが厳し
く、除草作業の実施ができなかった。
◇新校舎建築工事があるため、グラウ
ンド整備の実施有無や時期については
検討が必要。

校内の美化に努め、きれいな環境づくりを目指す。

中学部・高等部園芸班の作業学習の活動として苗の移植・管理等を依頼する。
カーテンクリーニングやモップ交換を行い、清潔な教室環境づくりに務める。

一人一人が責任をもって使用してもらえるよう、備品管理番
号の表記を徹底したり、分かりやすく表記したりする。

学期末に清掃用具と教室備品の点検を行い、備品管理番号の有無も確認する。

グラウンドの除草作業を全職員で行い、体育科と協力しなが
ら安全なグラウンドづくりに努める。
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保
健
安
全
指
導
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食
育
指
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Ｂ

〇ゲストティーチャーとして栄養教諭
を招いての授業を実施する学年・コー
スが多くなり、児童生徒のみならず教
員の意識向上につながっている。
（小・中は全学年）　授業内容に関し
ても、系統性を図ることができてい
る。
〇食物アレルギーや異物混入に関して
は、マニュアルや研修、年度当初の説
明で周知することができている。
〇食育の日や食育週間等の校内放送や
飾り切りされた野菜が出る取り組みに
より、児童・生徒の給食や食育への関
心を高めることができた。
●衛生チェック表の記入の仕方につい
て、４月が終了した時点で確認、間違
いが多い点についてお知らせが必要。
◇調理実習が増えてくると思われるの
で、基本的なことの再確認を丁寧に
行っていきたい。調理実習の起案に略
案を添付する。
◇クラスに配付している衛生チェック
表のファイルに、記入の仕方に加えて
４月に配付している給食全般の資料や
調理実習関係の資料を加えた。活用が
広がるように学期はじめ等にお知らせ
をしていく。
◇お知らせにクラスルームを活用す
る。
◇アレルギーの研修動画にその年度に
視聴するものが分かるように表示す

児童生徒が食を通して安全な生活が送れるよう努める。

食物アレルギーに関する研修の実施と、食物アレルギーや異物混入等の緊急時の
マニュアルを周知する。
食形態変更のためのマニュアルを周知し、再調理提供のために担当教員と栄養教
諭、調理員との連携を図る。

給食に係る衛生管理の意識向上に努める。

給食当番衛生チェック表の記入方法を職員に周知し、配膳時の衛生の意識を高
め、安全な給食の提供に努める。
配食の際に、給食当番が身支度を整えたり、きちんと手洗いができるようによう
に呼びかけを行う。

小
学
部

児童一人一人の実態を把握し、障害や発達段階、特性に応じ
た指導と支援の工夫に努め、主体的に学習に取り組む力を育
てる。

客観的な実態把握に基づいた目標や指導内容を設定し、発達段階に応じた学習グ
ループの編成を行って授業の充実に努める。

Ｂ

〇児童の実態や特性を把握し、ＩＣＴ
の活用や支援方法・教材の工夫を通し
て、授業改善を図ることができた。
〇体験的な活動を多く取り入れ、児童
がわくわくする授業や主体的に活動で
きる授業を行うことができた。
〇外部の機関と連携して、貴重な体験
学習の場を設定することができた。
〇チャレンジチャイムやアップダウン
エクササイズの継続的な指導で、児童
の体力が向上した。
●チャレンジタイムの場所の確保が難
しかった。
◇各学部と連携して、安全かつ継続的
に運動できる場所の確保に努める。
○朝と帰りのあいさつの励行により、
あいさつができる児童が増えた。
〇必要に応じて、家庭、地域、関係諸
機関が連携して児童の情報共有を図
り、改善に向けた支援をすることがで
きた。
●児童が一時的に気持ちを落ち着ける
ことができる教室があるとよい。
◇児童が多目的に利用できる教室の設
置を検討する。

楽しい授業、分かる授業、わくわくする授業になるように適切な学習評価を行
い、授業改善を図る。

健康や体力の維持増進を図るとともに基本的生活習慣の習得
と定着を目指し、自分でできることを増やす。

チャレンジタイムや体育等において、けがをしない丈夫な体づくりを行い、体を
動かす楽しさを感じるように指導・支援の工夫をする。

安全・安心な教室環境や学習体制の強化を図る。

食事や着替え等の基本的生活習慣について、保護者と連携しながら実態に応じた
指導を展開できるようにする。

Ｂ

〇児童の実態や特性を教員間で共有
し、工夫することで、児童が見通しを
もって学習活動に取り組むことができ
るようになった。
◇着席行動が身に付きつつあるので、
自ら取り組めるように教材の提示の仕
方をさらに工夫していく。
〇チャレンジタイムでは、プレイルー
ムを継続して使用できたことで、児童
の運動量や安全を確保することができ
た。
◇今後も児童の実態に合わせて、その
都度、教室等の環境を整えたり教材を
配置したりしながら、安心安全に過ご
せるようにしていく。
〇初めての集団生活の児童を含め、保
護者の気持ちを受け止めながら連携を
図ることができた。
〇児童の家庭状況や実態に合わせて、
電話連絡や家庭訪問を行い、家庭と連
携することができた。	

学習活動に見通しをもち、自ら取り組めるように教材・教具の提示の仕方や授業
の構成等を工夫し、楽しく、分かりやすいわくわくする授業を行い、達成感を得
られるようにする。

学校生活のリズムを整え、健康で丈夫な身体をつくるととも
に、個に応じた基本的生活習慣を身に付けることができるよ
うにする。

体育やチャレンジタイムの時間等を通して運動量を確保し、児童の実態に応じて
楽しく身体を動かすことができるようにする。

安心・安全な教室環境を整え、家庭と情報交換をしながら、それぞれの発達段階
に応じた着替え・食事・排せつ等が身に付くように連携・協力して支援してい
く。

情緒の安定を図りながら教師や友達とかかわりを深め、個に
応じたコミュニケーションの力を育てる。また、集団の一員
としての意識をもてるようにする。

体験的な活動を通して周りの人とのかかわりを豊かにし、一
緒に楽しく活動できる力を育てる。

多様な学習活動を取り入れ、あいさつや返事、社会生活に必要な知識や技能等人
とかかわる基礎的な力を育む。

児童一人一人の思いや考えを大切にし、自己肯定感や自己有用感の育成に努め、
感じたことや考えたことを表現できるような指導方法・支援を行う。

家庭・地域社会・関係諸機関との連携及び交流教育を推進す
る。

連絡帳や個別面談等を通して保護者と情報共有に努める。

学校間交流、地域交流、居住地校交流の改善や充実を図る。

家庭、地域、関係諸機関と連携して、日常生活における支援や授業づくりに生か
せるようにする。

一人一人の児童が発信する思いを受け止め、安心して学校生活が送れるようにす
る。また、個に応じたコミュニケーション手段を用いて、教師や友達とかかわり
あえるよう支援する。

学校生活全般や集団での活動等を通して、いろいろな人とかかわる楽しさを感じ
ることができるようにする。

家庭や関係機関との連携を図り、豊かな生活づくりを支援す
る。

個別面談や連絡帳、学年懇談会等を通して、家庭との緊密な連携を図る。また、
関係機関との連携を図り、安全で安心な生活が送れるようにする。

小
２

自分でできることを増やすとともに、様々な学習活動を通し
て興味・関心の幅を広げ、自分から活動しようとする意欲を
育てる。

一人一人の発達段階に合った適切な目標設定をすると共に、障害の特性に応じた
支援を教師間での共通理解のもと進めていく。

小
１

自分でできることを増やすとともに、様々な活動を通して興
味・関心の幅を広げ、自分から活動しようとする意欲を育
む。

児童一人一人の発達段階や障害の特性、実態等を丁寧に把握し、目標や手立ての
設定を行う。教師間で共通理解を図りながら授業改善を進めていく。

Ｂ

◯個々の目標を適切に設定することが
できた。クラス内だけでなく、必要に
応じて学年間で支援方法を共通理解す
るし、支援をしていくことができた。
◯ICT機器を活用したり、児童の興味の
ある教材を使用したりすることで、見
やすく、分かりやすい授業を行うこと
ができた。
◯チャレンジタイムでは、気候が良い
時には外に出て十分に体を動かすこと
ができた。
●暑い時期は外での活動が制限され、
チャレンジタイムでの十分な運動量を
確保できなかった。室内での取り組み
方について考えていきたい。
◯連絡帳や個別面談、電話連絡等を行
い、家庭での様子を聞いたり支援の方
法を確認したりと連携を図りながら支
援を進めていくことができた。
◯児童一人一人と丁寧に向き合い、関
係を築くことができた。
〇学年懇談会では、学習や生活の様子
を写真で見せたり、教材の紹介等を行
い、学校での様子を伝えた。
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小
２

自分でできることを増やすとともに、様々な学習活動を通し
て興味・関心の幅を広げ、自分から活動しようとする意欲を
育てる。

週予定表やホームページ等で情報発信をすると共に、個別面談や連絡帳、学年懇
談会等を通して、家庭との緊密な連携を図る。また、関係機関との連携を図り、
安全で安心な生活が送れるようにする。

⑫⑱

Ｂ

小
３

様々な活動を通して興味・関心の幅を広げ、自分から活動し
ようとする態度を育てる。

児童一人一人の実態を的確に把握し、発達段階や障害の特性に応じた支援の充実
に努める。

Ｂ

Ｂ

◯個々の目標を適切に設定することが
できた。クラス内だけでなく、必要に
応じて学年間で支援方法を共通理解す
るし、支援をしていくことができた。
◯ICT機器を活用したり、児童の興味の
ある教材を使用したりすることで、見
やすく、分かりやすい授業を行うこと
ができた。
◯チャレンジタイムでは、気候が良い
時には外に出て十分に体を動かすこと
ができた。
●暑い時期は外での活動が制限され、
チャレンジタイムでの十分な運動量を
確保できなかった。室内での取り組み
方について考えていきたい。
◯連絡帳や個別面談、電話連絡等を行
い、家庭での様子を聞いたり支援の方
法を確認したりと連携を図りながら支
援を進めていくことができた。
◯児童一人一人と丁寧に向き合い、関
係を築くことができた。
〇学年懇談会では、学習や生活の様子
を写真で見せたり、教材の紹介等を行
い、学校での様子を伝えた。

学習活動に見通しをもち、自ら取り組めるように授業の構成や教材・教具の提示
の仕方等を工夫し、楽しく分かりやすいわくわくする授業を展開し、達成感を得
られるようにする。

心身の健康の保持増進、体力の向上を図るとともに、個に応
じた基本的生活習慣を身に付ける。

体育やチャレンジタイム等を通して継続的に運動量の確保をし、児童の実態に応
じて楽しく身体を動かすことができるようにする。

着替え・食事・排泄等の基本的生活習慣が個の実態に応じて適切に身に付くよう
に、家庭と連携を図りながら安全に進められるように支援する。

情緒の安定を図りながら友達や教師とのかかわりを深め、個
に応じたコミュニケーションの力を育てる。また、集団の一
員としての意識を高める。

児童一人一人の思いや興味・関心を大切にしながら、児童が発信する思いを受け
止め、教師との信頼関係を築き、安心して学校生活が送れるようにする。自立活
動や生活全般を通して、個に応じたかかわりの工夫に努める。

集団での体験的な活動を通して、友達のよさを認めたり、かかわりを増やしたり
することで、楽しくのびのびと取り組むことができるようにする。

家庭や関係機関との連携を図り、豊かな生活づくりを支援す
る。

Ｂ

○開始時刻になると自分から集合場所
に集まる児童が増え、運動をする習慣
が付いた。
◇上級学年に近づいてきたため、クラ
ス内等の小さな集団では発揮できてい
る個人の力を、学年やさらに大きな集
団の中でも発揮できるように支援す
る。
○それぞれの児童の方法で、依頼やお
礼、あいさつ等のコミュニケーション
が図れるようになった。
◇家庭や関係機関との連携について
は、これまでの経過を確認し、継続し
て支援できるようにする。

個別の指導計画における個々の目標を担任間で共通理解する。段階的・継続的な
指導内容や指導方法の工夫に努める。

体を動かす楽しさを身につけ、心身の健康の保持増進と体力
の向上を図る。

チャレンジタイムや体育において個々に応じた指導や支援を継続して行う。運動
量の確保と体を動かす心地よさを感じられるように努める。

自分の思いや考えを伝えることができるように、個に応じた
コミュニケーションの力を育む。

楽しく安心・安全に生活できる環境づくりに努める。児童の要求や興味・関心を
大切にし、個に応じた適切なコミュニケーションが図れるように支援する。

〇チャレンジタイム(アップダウンエク
ササイズ)の積み重ねで、おしりを着か
ずに座れる児童が増えた。
〇クラスの枠にとらわれず他のクラス
の友達との自由な関わり合いが増え
た。
〇実態に応じスモールステップで生活
習慣や学習をすすめることができた。
〇個別面談期間に実施できなかった場
合も、別日に面談ができた。
〇学年の職員間で共通理解を図り児童
の学習やコミュニケーションを高めら
れた。
〇職員一人一人が実態に合った支援を
することができた。
●チャレンジタイムに安全に取組める
場所の確保が難しかった。
◇月ごと、曜日ごとに中庭を広く使え
るように分ける。

学習活動に見通しをもち、自ら取り組めるように授業の構成や教材・教具の工夫
に努め、分かりやすいわくわくする授業を行い、達成感を得られるようにする。

心身の健康の保持増進、体力の向上を図るとともに、基本的
生活習慣を身に着け、自分でできることを増やす。

体育や毎日のチャレンジタイムの時間等を通して、けがをしない丈夫な体づくり
を行い、体を動かす楽しさを感じることができるようにする。

個に応じた基本的生活習慣の確立を目指し、安全で安心な学習環境や体制の強化
を図る。

情緒の安定を図りながら友達や教師とのかかわりを深め、個
に応じたコミュニケーションの力を育む。また、集団の一員
としての意識を高める。

個に応じた適切なコミュニケーションが図れるように支援するとともに、自立活
動の時間や道徳の授業を通して集団を意識できるようにする。

学校生活全般を通して、あいさつ、返事、言葉遣い等、人とかかわる上で必要な
基礎的な力を養う。

家庭や関係機関との連携を図り、豊かな生活づくりを支援す
る。

個別面談や連絡帳、懇談会等を通して、家庭との緊密な連携を図る。また、家庭
や関係機関との連携を通して、児童が安全で安心な生活が送れるように支援の充
実を図る。

人とかかわる力をのばす学習内容や体験的な活動を工夫し、実践の充実を図る。

家庭や関係機関との連携を図り、児童の豊かな生活づくりを
支援する。

個別面談や学年懇談、日々の連絡帳でのやりとりや必要に応じた電話連絡等を通
して家庭との緊密な連携を図る。

家庭との共通理解のもと、利用している関係機関との緊密な連携を図り、安全で
楽しい生活が送れるようにする。

小
５

一人一人の発達段階に応じた学習や活動を通して、興味・関
心の幅を広げるとともに、自ら取り組もうとする力を育て
る。

一人一人の実態を的確に把握し、発達段階や障害の特性を考慮した指導の充実と
教材の工夫に努める。

小
４

個に応じた基本的生活習慣の確立を図り、様々な活動を通し
て興味・関心や経験の幅を広げる。

一人一人の実態を多面的に理解し把握する。発達段階や特性を考慮した学習指導
の充実と教材の工夫に努める。

Ｂ

〇国算では、自分で課題を用意した
り、やりたい課題を選んだりして学習
をする様子が見られた。
〇チャレンジタイムや体育でいろいろ
な運動を行うことで体の動かし方が上
手になってきている。
●高学年には、プレイルームは狭く、
活動場所を確保していく必要がある。
◇体育館の割り振りを工夫して体育館
が使える時間を増やす。
●日常生活においてその都度伝えてい
るが、その時の児童の気持ちによって
あいさつや返事等が雑になってしまう
ことがあった。
◇授業や学年として学習の中に入れて
伝えていく。
〇休み時間に子どもたちどうしで遊ぶ
姿が多く見られるようになった。
〇学年会等で児童の様子を共有するこ
とができた。
〇学校間交流は、担当者変更もあった
が、計画的に実施できた。

個別の指導計画に基づき、段階的・継続的な支援を行うことで、「できた」「わ
かった」という達成感をもち、主体的に学習に取り組むことができるようにす
る。

安全な生活環境に努め、健康や体力の維持増進を図るととも
に基本的生活習慣の習得と定着を目指す。

教室内の環境を安全に整え、あいさつや社会生活に必要なスキルやルール等が身
に付くように支援する。
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小
５

連絡帳や個別面談等を通して家庭との緊密な連携を図る。

学校間交流や居住地校交流の改善や充実を図る。

Ｂ

〇児童の実態や特性を鑑みて、これま
での取り組みや支援方法を保護者と確
認することで、適切な支援方法を考え
実践することができた。
〇ICTの活用や興味関心を引く教材の精
選、掲示物の工夫を行うことで、児童
が日々期待感をもちながら授業に参加
できるよう取り組むことができた。
〇個別対応が必要な児童に対して別室
を設けることで、落ち着いた気持ちで
自己有用感の育成に努めることができ
た。
●朝の準備に時間がかかってしまい、
チャレンジタイムで十分な運動時間を
確保することが難しかったため、自立
活動等の時間を活用し、外遊び等を行
うことで運動量の確保に努めた。
〇養護教諭や栄養教諭をゲストティー
チャーとして招き、性教育や栄養につ
いての授業を実施した。
〇日常生活の指導、道徳科の授業等を
通して、あいさつ、友達とのかかわり
方について学習する機会を設けた。
〇ケース会やサービス担当者会議等を
通して、児童の実態や各関係機関での
取り組みについての情報交換を行うこ
とができ、以前より連携が図りやすく
なった。
〇昨年度から継続して学校間交流・居
住地校交流を実施することができたた
め、質の高い交流となった。

児童一人一人が「できた」「わかった」を感じ、主体的に学習できるよう、教材
研究や指導支援の工夫に努める。

運動の習慣を身に付けることで、健康の保持増進や体力の向
上を図るとともに、安全に生活する態度を育てる。

日常生活動作や基本的生活習慣の習得、けがをしない体づくりに向け、チャレン
ジタイムや体育において感覚運動、粗大運動、基礎体力の向上に取り組む。

栄養教諭や養護教諭、家庭と連携しながら、健康で安全・安心な生活ができるよ
うに努める。

多くの人とかかわり、一緒に活動していくことで様々な価値
観に触れ、人間関係形成の基礎を養う。

Ｂ

〇国算では、自分で課題を用意した
り、やりたい課題を選んだりして学習
をする様子が見られた。
〇チャレンジタイムや体育でいろいろ
な運動を行うことで体の動かし方が上
手になってきている。
●高学年には、プレイルームは狭く、
活動場所を確保していく必要がある。
◇体育館の割り振りを工夫して体育館
が使える時間を増やす。
●日常生活においてその都度伝えてい
るが、その時の児童の気持ちによって
あいさつや返事等が雑になってしまう
ことがあった。
◇授業や学年として学習の中に入れて
伝えていく。
〇休み時間に子どもたちどうしで遊ぶ
姿が多く見られるようになった。
〇学年会等で児童の様子を共有するこ
とができた。
〇学校間交流は、担当者変更もあった
が、計画的に実施できた。

安全な生活環境に努め、健康や体力の維持増進を図るととも
に基本的生活習慣の習得と定着を目指す。 チャレンジタイムや体育において、場や学習形態を工夫し運動量を確保するとと

もに、体を動かす楽しさを感じられるように努める。

様々な集団の中で、周りの人と一緒に楽しく活動できる力を
育てる。

楽しく安心して過ごせる雰囲気づくりに努め、児童の感じたことを大切にし、人
と関わる基礎的な力を育む。

児童一人一人を認め、人とのかかわりを楽しみながら自己肯定感や自己有用感を
高める学習内容や活動を設定し、実践の充実を図る。

家庭・地域社会・関係諸機関との連携を図り、豊かな生活づ
くりを支援する。

あいさつ、返事、身だしなみを中心とした基本的生活習慣の定着を図る。

グループ、学年、学部での学習や学校間交流等を通じて様々な人とかかわり、共
に学び生活する力の育成に努める。

日常生活の指導や自立活動、道徳科の学習等を通して、人とかかわる基礎的な力
の育成に努める。

家庭、地域社会、校内関係機関との連携及び交流教育の充実
を図る。

個別面談や学年懇談・連絡帳等を通して、家庭との連携を図り、より良い課題の
設定や指導支援方法の共有に努める。

学校間交流や居住地校交流を通して地域社会での豊かな生活作りに努める。

小
６

実態や特性に応じた主体的な学習を行い、生活の質の向上を
目指す。

児童の強みや課題に合わせた指導、支援が行えるよう、個別の指導計画に基づ
き、家庭との情報共有を行いながら校内連携を図り学習課題の達成に努める。

中
学
部

一人一人の障害の状態や、特性及び発達段階を踏まえた学習
指導（理科）の実践に努め、個に合った学び・協働的に活動
する力を育てる。また社会参加や進路への関心を高め、意欲
的に学び生活する力を育てる。

客観的な実態把握を踏まえ、個別の指導計画作成と活用及び適切な評価を行い
（RPDCA）、障害の特性や発達段階に応じた学習グループや自立活動グループの編
制をする。

Ｂ

〇仕事体験実習の時期、日程が適切
だった。限られた教員数で、どの学年
も適切なグループ編成で実施できた。
年内２回実施してもよい。
〇計画訪問で理科の授業を学部で共有
できたのはよかった。
●社会、理科の教材の充実。
◇係で徐々に買い揃えていく。
●学部間での交流をもう少し増やして
も良い。学部集会はよかった。
●火曜日もトレーニングを実施できる
のではないか。運動量確保のために授
業内容や実態別の対応が必要。
◇作業だけでなく、体育等も学部縦割
りで実施できるのではないか検討す
る。
●教科ごとに授業準備量の差があると
感じた。
◇チーフを通して話し合いを設定す
る。
〇栄養教諭、養護教諭の授業で学んだ
ことを意識して生活できた。
〇定期的にヒヤリハット報告や共通理
解が必要な生徒の確認を学部全体で行
えたことで、学部全体で環境を整える
ことができた。

発達段階に応じた授業作り（理科等）を行い、実験や観察等の体験活動をもとに
わくわくする授業展開をし、生活の中で活かせる授業作りを行う。

作業学習、仕事体験実習等を通して、働く意欲や態度を育て、将来の目標をもて
るようにする。

あいさつや返事等、望ましいかかわり方をとおしてお互いを認め合い、思いやり
のある豊かな心を育て、自己肯定感を高められるようにする。

家庭・地域社会・関係機関との連携及び交流教育を推進し、
情報を共有して自立に向けた準備を行う。

学校間交流や居住地校交流を通じて、多くの人との交流活動を経験し、校内外で
の活動の充実を図る。

連絡帳、学年だより、学年懇談、個別面談を通して保護者と情報を共有し、自立
した生活に向けての体制を構築する。

外部専門家の巡回指導や医療相談、地域行政機関との連携し、個々の課題に応じ
た具体的方策を検討実践できるようにする。

健康の保持・増進と体力の向上を図り、病気やケガに負けな
い体をつくる。また健康で安全な生活に関する知識を知り、
食育や栄養、病気、ルールや約束に対する正しい知識を身に
付け、自分自身の生活に活かす。

アップダウンエクササイズやトレーニング、体育等で運動に親しみながら、実態
に応じた体力づくりや体力の向上を図る。

栄養教諭や養護教諭の専門的な授業を取り入れ、正しい知識を身に付ける。

自ら危険を予測したり、感知したりすることを通して、危険事象に会わないよう
に、より安全な行動をとる。
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○遠足、校外学習、移動博物館等体験
的な学習が多かった。
●自己表出の手段や気持ちの言葉での
表出、相手のことを思いやることにつ
いて継続的な指導が必要。
●運動量の確保ができるとよい。
●セラピストの助言を

生徒が自己肯定感をもって意欲的に学習に取り組めるような指導や支援に努め
る。
仕事体験実習や作業学習を通して、働くことや社会の仕組みについて興味・関心
を高める。

場に応じた適切なあいさつや言葉遣い、自分の考えや気持ちを表現する方法を身
に付け、思いやりのある豊かな心を育てる。

家庭や地域社会、関係機関と連携を図るとともに、交流教育
を通して経験を広め、社会性や好ましい人間関係を育てる。

学校間交流や居住地校交流、校外学習を通じて、豊かな社会性や好ましい人間性
の育成、社会に必要なルールやマナーを身に付ける。

連絡帳や学年便り、学年懇談、個別面談等を通して、家庭との密な連携を図り、
情報を共有することで安心・安全な体制を強化する。

外部専門家の巡回指導や医療相談、地域行政機関との連携し、個々の課題に応じ
た具体的方策を検討実践できるようにする。

体力の向上を図り、病気やケガに負けない体をつくり、約束
やマナーを守って安全に生活する。

健康と安全に留意し、アップダウンエクササイズやトレーニング、体育におい
て、個に応じた運動量の確保や体力づくりの向上を図る。また、実態に応じた促
進学習の推進を図る。

栄養教諭や養護教諭の専門的な授業を取り入れ、正しい知識を身に付ける。

危険な行動や危険な場所等に自分から注意を払い、学校や学部の約束ごとを守っ
て安全に生活する。

中
１

一人一人に応じた基礎的学力の定着を図るとともに、主体
的・協働的に学習に取組む態度を育てる。また働くことや職
業についての理解を深め、社会生活につながる基礎的な態度
や能力を養う。

一人一人の障害の特性や発達段階について職員間で話し合い、学習グループの編
成を工夫して、生徒が主体的に学習に取組めるようにする。

中
２

一人一人に応じた基礎的学力の向上を図り、主体的・協働的
に学習に取組む意欲や態度を育てる。また働くことへの興
味・関心を高め、夢や目的をもって主体的に生活する力を養
う。

アセスメントと個別の指導計画に基づき、客観的な実態把握を行い、課題に応じ
たグループ編成をしICTを活用した指導や支援を行う。

Ｂ

〇職家では、仕事体験実習で働くこと
の大変さを分かった生徒がいたり、自
分が頑張ることを考えたりできて良
かった。
●誰に対しても丁寧な言葉遣いを全体
ですることが必要。
●言葉遣いや姿勢等、まだ徹底できて
いない。
●進路や社会に必要なルールやマナー
等、段階に応じた指導が必要。
◇定期的にSSTを取り入れる。
◇一斉指導に加えて、より個別に落と
し込めるよう作業や実習にも活かして
いけるといい。
◇家庭との連携に努め、言葉遣いや姿
勢等、支援の方向性を共有する。
○栄養教諭やＫＥＫのゲストティー
チャーの授業があり、ワクワクして実
験したり、学習に向かう意欲や理解の
深まりが見られたりした。
○職員間で生徒の課題を共通理解して
支援方法を考えることができている。
●体力向上という部分では、機会が少
ないように感じる。天候や学習活動の
関係で朝のトレーニング等教室でやる
ことも多いが、もう少し時間の使い方
や運用を考え、体を動かす機会を増や
せると良い。
○行事、日常生活、授業を通し、系統
的段階的に継続して支援を行ってきた
ことで、キャリア教育（働くこと）に
必要なあいさつや姿勢、言葉遣い等に
成長が見られた。
○連絡帳や電話等で密に保護者と連絡

生徒の課題を職員間で共通理解し、係活動や行事の代表者等分かりやすい役割を
活用し、生徒自らが主人公になれる主体的に取組める環境を整える。

作業学習や仕事体験実習、校外学習等を通して、進路や働くことを系統性を持っ
て取り組み、主体的に考える機会をつくる。

相手や状況に応じたあいさつや言葉遣い、または自分の考えや気持ちを表現する
適切な方法を日常生活場面や自立活動を通して身に付け、伝える力を育む。

家庭・地域社会・関係機関と連携し、学年内のクラスメイト
や教師との交流や、所属学年以外の人との校内での交流、諸
交流教育を通して、人とかかわる力を養う。

学校間交流や居住地校交流、校外学習を通じて、豊かな社会性や好ましい人間性
の育成、社会に必要なルールやマナーを身に付ける。

Ｂ

〇授業内容に応じてグループ編成を行
い指導にあたることができた。生徒の
中には授業で使った教材を休み時間に
も使って楽しんだり、不安定になった
際の落ち着くための教材になったりし
た。
〇職場見学や高等部見学では、緊張感
をもって見学することができ、その後
の学習にいかすことができた。
●相手先の都合で校外学習が延期に
なってしまったこともあり、10月～11
月に行事が偏ってしまったため、早い
段階で行事の時期を調整する。
〇朝のトレーニングでは、場所に合わ
せて持久力や瞬発力、体つくり運動
等、様々な動きを行うことができた。

学校生活全般において、自分の役割を意識し、主体的に取り組めるよう環境を整
える。主体的に取組めるような役割や環境を整える。

作業学習や仕事体験実習、職場見学、高等部見学等を通して、働くことや社会の
仕組みについて興味・関心を育てる。

場に応じたあいさつや言葉遣い、自分の考えや気持ちを表現する適切な方法を身
に付け、相手に伝える力を育む。

連絡帳や学年便り、学年懇談、個別面談等を通して、家庭との密な連携を図り、
情報を共有する。

外部専門家の巡回指導や医療相談、地域行政機関との連携し、個々の課題に応じ
た具体的方策を検討実践できるようにする。

体力の向上を図り、食育や栄養、病気に対する正しい知識を
身に付け、約束やマナーを守って安全に生活する。

アップダウンエクササイズやトレーニング、体育、自立活動等において、個に応
じた体力づくりや食育・食事の機会を設定し、身体能力の向上や保健学習の推進
を図る。

栄養教諭や養護教諭の専門的な授業を取り入れ、正しい知識を身に付ける。

学校や学部のルールや約束を守って、安全に注意して生活する。

中
３

個々に応じた基礎的学力及び基礎的体力の向上を図り、生活
の中で主体的・協働的に生かす力を育てる。また働くことや
職業についての理解を深め、自分の将来や進路について考え
る力を養う。

個別の指導計画に基づき、一人一人の実態や課題に応じたグループ編成での指導
や支援を行い、意欲的に学習に取組めるようにする。
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〇授業内容に応じてグループ編成を行
い指導にあたることができた。生徒の
中には授業で使った教材を休み時間に
も使って楽しんだり、不安定になった
際の落ち着くための教材になったりし
た。
〇職場見学や高等部見学では、緊張感
をもって見学することができ、その後
の学習にいかすことができた。
●相手先の都合で校外学習が延期に
なってしまったこともあり、10月～11
月に行事が偏ってしまったため、早い
段階で行事の時期を調整する。
〇朝のトレーニングでは、場所に合わ
せて持久力や瞬発力、体つくり運動
等、様々な動きを行うことができた。

家庭・地域社会との連携を図り、交流活動を通して、豊かな
人間関係や社会性を育む。

学校間交流や居住地校交流、校外学習を通じて、豊かな社会性や好ましい人間性
の育成、社会に必要なルールやマナーを身に付ける。

連絡帳や学年便り、学年懇談、個別面談等を通して、家庭との密な連携を図り、
情報共有をすることで、安全・安心な体制を強化する。

外部専門家の巡回指導や医療相談、地域行政機関との連携し、個々の課題に応じ
た具体的方策を検討実践できるようにする。

健康の保持・増進と体力の向上を図り、食育や栄養、病気に
対する正しい知識を身に付ける。

健康と安全に留意し、アップダウンエクササイズやトレーニング、体育におい
て、個に応じた体力づくりや運動能力の向上を図る。

栄養教諭や養護教諭の専門的な授業を取り入れ、正しい知識を身に付ける。

危険な行動や危険な場所等に自分から注意を払い、学校や学部の約束ごとを守っ
て安全に生活する。

中
３

高
等
部

基礎的な学力や社会参加に必要な知識・態度・習慣を養い、
活用できる力を育てる。

コースごとに理科や生活単元学習等の授業づくりの推進と学年授業の学習グルー
プを工夫し、生徒同士の学び合いの充実を図る。

Ｂ

〇学部研修で理科の授業づくりに取り
組み、学習内容の精選や実験や観察の
工夫等をしながら実践を積み重ねるこ
とができた。

🔴理科の授業に必要なもので不足して

いるものがある。
◇実験や観察に必要なものの購入を計
画的に進めていく。
〇専門家や外部機関の方を招いての授
業を複数回実施することができた。

🔴外部講師の活用が職業コース中心と

なっている。
◇介護等内容によっては職業コースだ
けではなく、総合コースの生徒も一緒
に学習できるようにする。

生徒の適切な実態把握とそれに基づいた個別の指導計画の作成と活用及び３観点
による評価を行う。

縦割りでの学習も実施し、発達段階や特性に応じた学級編成や学習形態、学習グ
ループの編制をする。

オンラインやタブレット端末等のICTを活用し、個に応じた学習活動の充実を図
る。
学校生活全般におけるあいさつ、コミュニケーション、身だしなみ等基本的な対
人関係構築のための指導を行う。

健康な身体と豊かな情操を培い、根気強く、生き生きと豊か
に生活する力を育成する。

家庭・地域社会・関係諸機関との連携を推進する。

学習ファイルや連絡帳、学年便りやコース便りを活用し家庭との連携を図る。

個別面談や保護者との懇談会を通して情報の共有を図る。また、学校ホームペー
ジ等を通して情報発信に努める。

学年ごとに交流校と相談しながら直接的な学校間交流を実施し、共に学び合う気
持ちを培う。
個別の指導計画・個別の移行支援計画を活用し、移行先等関係機関との連携に努
める。外部専門家による巡回指導や医療相談を活用し、関係機関との連携を図る。

「みんなで体づくり」の取り組みやトレーニング内容を工夫し、個に応じた体力
づくりを推進する。

生徒の特性に応じながら、積極的に対外行事へ参加する。

道徳的実践力を高められる授業の工夫をし、体験活動の充実を図る。

職業教育及び進路指導を充実し、生徒一人一人の実態と適切
に合わせた進路先の確保と移行支援に努める。

現場実習・校内実習・短期企業実習・コースごとの福祉事業所見学や職場見学・
みほとくマルシェ（校内販売）を実施する。

ICT、清掃や介護の専門家、卒業生等外部講師を有効に活用する。
見学会や説明会等を実施し、施設・企業と連携を深め、ネットワークづくりに努
める。

〇コースごとにクラス編成ができたこ
とで実態や動きに合わせた活動の工夫
と連携ができた。
〇時間を意識した行動が増えた。
〇進路指導について経験をしながら知
ることができ、保護者と共有すること
ができた。
●授業数の少ない理科社会は、より実
生活に関係の深い内容だけに絞ったほ
うがよいと感じた。
●体育やトレーニング時間の確保
◇単元を盛り込みすぎず、１単元ごと
の時間を確保する。

身だしなみや規則の厳守等、日常的に必要な行動が身に付くための指導や評価を
工夫し、継続する。

あいさつや実態に応じた年齢相応の態度、言葉遣いについて効果的な指導や評価
を工夫し、基礎的なコミュニケーション能力を育む。

高
１

日常生活に必要な基礎的な学力や生活習慣及びコミュニケー
ション能力を身に付ける。

個別の指導計画の目標を明確にし、発達段階や各コースの生徒の実態に応じた指
導内容、方法の工夫と実践に努める。

Ａ

○各教科の授業において、学習指導要
領の指導内容を意識した授業づくりに
努めることができた。
○決められた時間を意識してトレーニ
ングに参加できるように支援したこと
で、運動量を確保するとともに生活習
慣を整えることもできた。
○作業学習や校内実習において、生徒
一人一人のニーズに応じて、働く意欲
を高めることができるように、指導方
法を学年会等で話し合いながら、指導
にあたることができた。

生徒の実態に応じたあいさつや言葉のやり取り等、コミュニケーションの力を付
けるための指導を工夫する。

健康の保持、増進を行い、体力の向上を図る。
朝のトレーニングや体育、部活動の時間を通して、運動経験の拡大に努め、運動
量の確保に努める。

社会生活に必要な基礎的な態度や能力を養い、進んで働こう
とする意欲を育てる。

職業や作業等の活動を通して、就労や卒業後の生活について考える機会をつく
り、勤労への意欲をもてるような支援をする。

高
２

生徒の実態に応じて、自立した社会生活に必要となる基礎的
な学力や日常的な行動及びコミュニケーション能力を育成す
る。

個別の指導計画の目標と手立てを共通理解し、生徒の障害特性や発達段階、各
コースの実態に応じた指導内容の工夫や実践、評価に努める。

Ｂ



⑰
Ｂ

⑦⑧
C

④⑫
Ｂ

①②③⑦
Ｂ

②⑦
Ｂ

①②⑱
Ｂ

①②③④
⑤⑫ Ｂ

①②③⑦ Ｂ

①②③④
⑧ Ｂ

①②③④
⑥⑦ Ｂ

④⑤⑥
Ａ

①③④⑦
A

⑧⑱
Ｂ

⑥⑳
Ｂ

①②③④
⑦ Ｂ

①④
Ｂ

③⑦
Ｂ

⑮⑯
Ｂ

③④⑪
Ｂ

③④
Ｂ

⑬⑯
Ｂ
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①③

Ａ

②⑧
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②④ C

〇コースごとにクラス編成ができたこ
とで実態や動きに合わせた活動の工夫
と連携ができた。
〇時間を意識した行動が増えた。
〇進路指導について経験をしながら知
ることができ、保護者と共有すること
ができた。
●授業数の少ない理科社会は、より実
生活に関係の深い内容だけに絞ったほ
うがよいと感じた。
●体育やトレーニング時間の確保
◇単元を盛り込みすぎず、１単元ごと
の時間を確保する。

健康の保持、増進に向け、安全に留意して、運動時間の確保
と体力の向上を図る。

朝のトレーニングや体育、レクリエーション、部活動の時間を通して、安全に留
意しながら運動量の確保や体力の向上に努める。

生徒一人一人の自己肯定感を高めながら、実態に応じた働く
態度や技能を育成する。

学校生活全般を通して活躍の場を設定し、作業に必要な態度や技能を身に付ける
ことができるように、生徒の行動を言葉でフィードバックしたり、頑張りを可視
化したりする。
現場実習や校内実習の体験をもとに、生徒の実態と適性に合った進路について保
護者と共通理解を図る。

高
３

基礎的な学力や基本的な生活習慣、社会参加に必要なコミュ
ニケーションスキルの定着を図る。

生徒一人一人の実態を把握し、個に応じた個別の指導計画を作成し、指導内容・
方法の工夫と実践、適切な評価を行い、基礎的な学力の定着を図る。

Ｂ

高
２

Ｂ

Ｂ

〇1～３年縦割りグループ編成での授業
であることで、先輩から後輩へ教え学
び合う場面が見られた。
〇ケアトレ（福祉）、情報、清掃の外
部講師による授業が、生徒の興味関心
や働く意欲、専門性を高めた技術向上
につながった。
〇手順表等のマニュアルを自己確認し
ながら進めようとする力が見につい
た。
●生徒の実態により、少し難しい教材
（家庭科）で、生徒自身で進められな
いものもあった。
●生徒の実態にもよるが、学習した内
容（数量、金額が大きくなると）を日
常生活に生かすことが難しい。
◇PC室のPC台数の現状から今年度と同
様に２つのグループに分け、情報と清
掃研修を同日に行った方が効率的に
も、生徒の集中力維持にもよい。

個々の実態に応じたグループ編成等の学習形態をとることで、段階的な指導、個
に応じた指導を行い、自分から学ぶ力を育てる。

職業生活に必要な知識・技能・態度及び、社会に必要となる
コミュニケーション能力や実践的な力を身に付ける。

自己の適性や課題が明確になるように現在の自分について見つめたり、幅広い分
野の学習を通して働くことの意義を理解したりすることで、それに伴う知識と技
能の向上を目指す。

障害者技能検定への参加やデュアル実習、専門性のある外部講師による授業を通
して、実践力を身に付けられるようにする。

授業の充実を図り、学年ごとに段階的な内容を展開することで、卒業後の生活に
必要なマナーや良好な対人関係、実践的な力を身に付けられるようにする。

○あいさつや話の聞き方等学年全体で
定着が図れてきた。
○学年全体でグループを編成すること
により、生徒同士の信頼関係も深ま
り、お互いを認め合えるようになっ
た。
○朝のトレーニングでは、ペースを落
として走ることで、全員が参加するこ
とができた。また、ペースを決めて走
ることで自身が付き、体力向上につな
がった。
●進路先についての理解が不足してい

教育活動全般を通して、日常的なあいさつや返事の定着を図るとともに好ましい
話し方やかかわり方について指導・支援し、社会参加に必要な態度を身に付けら
れるようにする。

健康の保持・増進と体力の向上を図るとともに、健康な生活
に関する意識を高める。

朝のトレーニングや体育、部活動等の時間を通して、体力の向上に努めるととも
に、将来に向けて働き続ける力を養う。

卒業後の社会生活に必要な態度や技能の定着を図る。
各コースによる作業学習や職業、現場実習の事前・事後学習を通して、卒業後の
生活について考え、社会生活に必要な態度や技能を身に付けることができるよう
にする。

心身ともに健康に生活しようとする意欲の喚起と体力の保持
増進を図るとともに、衣食住に関する知識と技能を高める。

曜日ごとにトレーニングメニューを設定するとともに、生徒達自身が進行の役割
を担うことで健康な身体と体力の向上を目指す態度を育てる。

生徒自ら記入できるチェック表を使用し、清掃を行うようにすることで、責任感
と環境美化を意識できるようにする。

卒業後を想定した課題を精選することで、衣食住に関する知識と必要な力を身に
付けることができるようにする。

総
合
コ
ー

ス

社会生活に必要な言語能力、数的処理能力の向上を図り、日
常生活に生かせるようにする。

太田ステージ評価や教師の観察等により、個々の能力や興味・関心等生徒の実態
把握を十分に行い、教材・教具を工夫しながら日常生活に生きる授業づくりに努
める。

　
職
業
コ
ー

ス

社会生活に必要な基礎学力（国語、数学等）の向上を図り、
日常生活に生かせるようにする。

学習内容を精選し、適した教材・教具で授業を行う。

〇各教科の目標と手立てを一覧にまと
めることで、共通理解して授業計画や
指導・支援をすることができた。
〇学年ごとに行っていた国語・数学の
時間帯をそろえたことで、３学年一緒
に行う授業の時間を昨年度よりも確保
できた。
●実態差があるので、活動にも限りが
あり、衣食住に関心をもたせる実践が
難しかった。
◇それぞれの実態に応じた学習ができ
る時間を確保できるよう努める。
●作業・校内実習については、即売会
中心になっているので、卒業後を見据
えた内容を取り入れることができると
良い。
◇実態に応じて縦割りで作業を行う等

個別の学習、集団での活動の形態をバランスよく取り入れて学習量を確保すると
ともに、相手を意識する力や学ぶ楽しさを味わえるようにする。

衣食住等に関する基礎的な知識と技能を習得し、身の回りの
整理・整頓等、日常生活に生かせる力を育成する。

衣食住に関心をもち、実践力の育成を図る。

Ｂ

〇教科、単元内容によって、全体・ク
ラス・グループ・個別学習等学習形態
を工夫して実施することができた。
●ICTをうまく活用しながら、教科用図
書も用いて、実物や現象を示したり、
直接触れたりしながら学習することを
意識する。
●衣食住に関する体験的な学習が行え
ると良い。
●学年ごとでのグループ学習だと実態
差が大きくて一緒に学習するのが大変
だった。
◇学習グループを再検討する。
●授業準備に要する時間を確保のため
の対策。
〇ICTの活用において、新しいアプリの
活用にも積極的に取り組むことができ
た。また、学年懇談の際には実際に保
護者に体験してもらう等の取り組みも
でききた。

個々の実態や学習内容に応じて、生徒同士、教師や教材教具との対話的学習等学
習形態を工夫し、個に応じた授業を行う。

家庭生活への関心を高め、社会生活に必要な知識・技能・態
度・コミュニケーション能力を身に付ける。

家庭生活に目を向け、衣食住に関する知識・技能を高められるよう、体験型の学
習を取り入れる。

ICTを活用した授業、職場見学や就業を考える学習を、校外学習を通して、自己の
適性に応じた進路選択に向けて、社会生活に必要な力を身に付けられるように支
援する。
身だしなみやあいさつ、丁寧な言葉遣いをはじめとする生活習慣の確立を図ると
ともに、就労や福祉サービス事業所等への移行を意識した体験的な作業や実習を
行う。

心身の健康に関する意識を高めるとともに体力の保持増進を
図る。

日常生活の中でできる心と体の健康に関する知識・技能を高められるよう、保護
者との連携を図りながら体験型の学習を取り入れる。

一人一人の体力と健康づくりのために、毎週月・火・水曜日の朝に体つくり運動
を中心としたトレーニングを行う。

生
活
コ
ー

ス

自己の適性を理解し、働くために必要な知識や技能・態度を
身に付ける。 
基礎学力（国語・数学）の向上を図り、日常生活に生かせる
力を育成する。

太田ステージ評価や教師の観察等により、個々の能力や興味・関心等生徒の実態
把握を十分に行い、教材・教具を工夫しながら日常生活に生きる授業づくりに努
める。

Ｂ
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〇各教科の目標と手立てを一覧にまと
めることで、共通理解して授業計画や
指導・支援をすることができた。
〇学年ごとに行っていた国語・数学の
時間帯をそろえたことで、３学年一緒
に行う授業の時間を昨年度よりも確保
できた。
●実態差があるので、活動にも限りが
あり、衣食住に関心をもたせる実践が
難しかった。
◇それぞれの実態に応じた学習ができ
る時間を確保できるよう努める。
●作業・校内実習については、即売会
中心になっているので、卒業後を見据
えた内容を取り入れることができると
良い。
◇実態に応じて縦割りで作業を行う等

衣食住等に関する基礎的な知識と技能を習得し、身の回りの
整理・整頓等、日常生活に生かせる力を育成する。

体験的、実践的な活動を取り入れて、保護者との連携を図りながら日常生活で生
かせるように指導する。

社会生活に必要な力を身に付けるための活動を実践的・継続
的に行い、福祉サービス事業所等への移行がスムーズに進め
られるようにする。

身だしなみをはじめとする生活習慣の確立を図るとともに、福祉サービス事業所
等への移行を意識した体験的な作業や実習を行う。

朝のトレーニングを継続し、基礎的な体力の維持・向上を図る。

自
立
活
動
コ
ー

ス

体調管理を重視しながら、さまざまな活動を通してものや人
に積極的にかかわる力を育成する。

教師とのやり取りを媒介として、対人関係の基礎的な力の育成を図る。

Ｂ

生
活
コ
ー

ス

Ｂ

個々の実態に応じた教材やＩＣＴを活用した指導内容を工夫するとともに、学び
の保障のために効果的なオンライン学習の実施に努める。

児童生徒の地域における豊かな生活づくりを積極的に支援す
る。

進路指導主事と連携して、ショートステイや日中一時支援事業等の福祉サービ
ス、卒業後の進路について情報提供に努める。

計画的なスクーリングやオンラインによる集会や複数訪問授業等の交流を実施
し、社会性の育成や基礎的なコミュニケーション能力を養う。

　※評価基準：　Ａ：十分達成できている　　Ｂ：達成できている　　Ｃ：概ね達成できている　　Ｄ：不十分である　　Ｅ：できてない

○コミュニケーション面やボジショニ
ング等体調管理面で、生徒個々の実態
に合った教育活動が行えた。
●卒業後を見据えた進路情報の収集及
び保護者への情報提供と相談を拡充さ
せる。
◇進路指導部と連携し、保護者ニーズ
と施設条件のマッチングを図りなが
ら、見学や実習等を計画的に進められ
るようにする。

適切なポジショニングをとることで、身体の緊張をほぐし、側弯や拘縮の進行予
防を図る。

楽しめる活動やものを取り入れ、興味や関心の幅を広げることで、自発的な行動
を促す。

訪
問
教
育

個別の教育支援計画に基づき、家庭・医療・福祉等関係機関
との連携を図り、児童生徒個々の教育的ニーズの適切な把握
及び健康や安全管理に努める。

保護者との信頼関係づくりを第一に、児童生徒に関係する情報を細かく伝えると
ともに、病状や体調を含めた個々の状態を適切に把握し、健康の保持に努める。

Ａ

〇保護者と信頼関係を築き、児童生徒
の生活リズムや体調の変化、通院時の
様子等を伺うことができた。
●リハビリの具体的な様子が保護者か
らは伝わりずらいところがある。
◇リハビリの見学や支援連携シートの
共有等ができるとよい。
〇複数で授業を行う機会をつくること
ができた。特に複数訪問授業を初めて
実施することができ、スクーリングに
は参加が難しい児童ともかかわる時間
をつくることができ、笑顔を引き出す
ことができた。次年度も続けて行い、
複数訪問は学期に１回以上実施した
い。
〇オンラインやスクーリングを通し
て、同学年の友達と触れ合う授業を実

児童生徒一人一人の能力を引き出し、個に応じた指導・支援
のあり方を工夫するとともに日々の学習の充実を図る。

実態を客観的に把握し、適切な目標の設定や学習の評価を工夫する。


